研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　通所リハビリテーションＧ　　　　職　種　介護福祉士　　　氏　名　新戸部　諒

	期　　間　　平成　19年　10月　21日　～　平成　19年　10月　21日

	出張目的　青森県老人保健研究会見学

	出 張 先　青森市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　今回初めて研修に参加させていただき、とても自分のためになることばかり学ばさせて頂きました。

他施設で取り組んでいる学習トレーニングは帰宅願望が激しい利用者様を対象に実施していました。

帰宅願望が多く聞かれる時間帯に学習トレーニングを実施することを促し、結果帰宅願望があまり聞かれなくなるという研究内容がありました。

　学習トレーニング内容は南陽館でも実施している計算や音読などでした。実施方法として毎日10～20分程度、音読には活字が大きく見やすいものを使用し、計算は簡単な足し算、引き算、掛け算（20問）と私たちが実施しているものと差ほどかわりないものでした。

　けれど、私が今後の参考にしようと思ったのは、実施するに当たっての段階の踏み方でした。

　対象の利用者様は音読があまり好きではないとのことで、まずは計算から始めていったそうです。それから計算問題を声に出して読みながら実施した結果、音読に対しての抵抗が少なくなり、少しずつ計算の後に音読トレーニングも行うという変化が見られてきたそうです。

　ただトレーニングを行えば良いだけではなく、利用者様個人にあった段階の踏み方というのも考えなければならないと考えさせられました。

　その他では私たちの研究内容と少し似ている「役割意識を作る」という視点での研究内容を聞き、役割作りの3条件というものを参考にしていこうと思いました。

1 昔やったことかそれに近いこと

2 今の能力でできること

3 それを周りから認められること

この条件を活かし、今後の業務に役立てることができるよう努力していきたいと思います。

最後にある施設では「施設」という概念をやめるという発想はとても胸に残りました。

〈公演内容　1〉

『老いてもなお』

　　介護老人保健施設　ヴィラ弘前

　〔対象者〕女性18名

· 非該当～要支援状態の方4名

· 要介護状態にある方14名

　　　　　　　　　　　　　　（内認知症9名）

・女性はいつまでも美容に関心を持ち、美しくありたいと誰もが思うもの

・今回は「やすらぎと美容」をテーマにタクティールケア・フェイスケア・ヘアケア・ネイルケアを取り入れ実施

タクティールケア・・・アロマオイルなどを使用し、昼寝前などに手や足をマッサージ（やさしくなでる）する方法

フェイスケア・・・・・入浴後に化粧水・乳液などを使用する

ヘアケア・・・・・・・入浴後に職員が簡単に髪を乾かし、対象利用者様に櫛でセットしていただく

ネイルケア・・・・・・余暇時間などを利用し、マニキュアを本人に塗っていただく

　　　　　　　　　　　（マニキュアをとり爪を休ませる期間なども考え、声がけで促す）

利用者様同士でお互いに化粧をしあったり、ネイルをぬる場面の映像をながす

アンケートを実施し「自宅でも出かける際に化粧やヘアセットをするようになった」という利用者様家

族からの声もきかれる

これは「うつくしくありたい」という気持ちが芽生えてきた結果ではないだろうか

〈公演内容　２〉

『私は飼育係～混在意識を引き出して～』

　　介護老人保健施設　しらかみのさと

〔対象者〕

男性　Ｔ氏　81歳　要介護３

日中は居室に閉じこもり、夜間になると徘徊が見られ、時には居室の電灯、タンスを破壊するなどの行

為がある

○支援内容

　毎日決まった時間に声を掛け、職員が水槽まで寄り添って歩き金魚の餌付けを勧める。他

役割作りの3条件

①昔やったことかそれに近いこと

②今の能力でできること

③それを周りから認められること

　「魚の餌付け」という役割を担って頂く事が、社会的役割を果たしていた頃のＴ氏の混在意識を引き

出したもの。更に役割を果たしてと他者に認められたことが意識向上につながり、自分らしさを取り戻

すことに近づけたと考える。
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